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安田涼平先生は 1998年に Ph.D を取得後、Cold Spring Harbor Laboratory の 

Svoboda 研究室でポスドクとなり、2005 年に Duke 大学の Assistant Professor に、

そして、2012年に Max Planck Florida Institute の Scientific Director になり、現

在に至っています。安田先生は学習・記憶の基盤と考えられているシナプス可塑性を支える

分子メカニズムの解明に取り組んできております。２光子励起を使ったイメージングや分子操

作技術を発展させてきた世界の先駆者の一人です。今回ご帰国の機会に最新の成果をうか

がう機会を設けました。多数のご参集をお待ちしております。 
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